
「
今
、
私
の
晴
雨
計
は
！
㉛
」 

 
 

「
北
ス
ペ
イ
ン
の
街
で
！
」
２ 
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ビ
ル
バ
オ
か
ら
高
速
バ
ス
で
一
時

間
半
、
フ
ラ
ン
ス
寄
り
の
バ
ス
ク
地
方

第
二
の
都
市
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
で

借
り
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
着
い
た
私
は
、

夕
方(

と
言
っ
て
も
日
没
は
夜
九
時
な

の
で
六
時
頃
は
ま
だ
か
な
り
日
は
高

い)

の
散
歩
に
出
か
け
た
。
後
で
夕
食

に
行
く
旧
市
街
で
な
い
方
と
思
い
マ

ン
シ
ョ
ン
の
裏
手
に
廻
っ
た
ら
、
坂
道

の
道
路
脇
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
が
あ
っ

た
。
か
な
り
急
な
登
り
道
な
の
で
「
助

か
る
な
あ
」
と
思
い
つ
つ
乗
っ
て
ゆ
く

と
さ
ら
に
先
に
も
エ
ス
カ
レ
ー
タ
が

続
い
て
い
る
。
結
局
こ
の
坂
に
は
住
宅

地
の
ほ
ぼ
一
番
上
ま
で
四
本
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
が
続
い
て
い
た
。
住
宅
地
の

坂
道
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
が
続
い
て
い

る
風
景
に
は
正
直
感
動
を
覚
え
る
と

同
時
に
驚
い
た
。 

こ
れ
で
も
大
学
で
「
地
域
経
営
論
」
を

講
義
し
て
き
た
私
は
、
創
造
的
都
市
計

画
に
よ
る
再
開
発
の
少
な
い
成
功
例

と
し
て
ビ
ル
バ
オ
な
ど
北
ス
ペ
イ
ン
・

バ
ス
ク
地
方
の
都
市
が
例
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
今
回
家

族
旅
行
先
に
選
ん
だ
の
は
何
よ
り
滞

在
型
観
光
地
と
美
食
で
有
名
だ
っ
た

か
ら
だ
が
、
も
う
一
つ
は
都
市
再
開
発

の
成
功
状
況
を
見
た
か
っ
た
か
ら
だ
。 

バ
ス
ク
地
方
の
中
心
都
市
ビ
ル
バ
オ

市
は
か
つ
て
鉄
鋼
と
港
湾
の
街
と
し

て
栄
え
た
が
、
二
十
世
紀
後
半
次
第
に

衰
退
の
途
を
辿
っ
た
。
そ
の
時
、
バ
ス

ク
州
政
府
が
執
っ
た
再
開
発
計
画
は

驚
く
ほ
ど
思
い
切
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

中
心
事
業
と
な
っ
た
の
は
現
代
ア
ー

ト
で
有
名
な
「
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
」
の
分
館
誘
致
だ
っ
た
。
鉱
山
王
で

財
を
な
し
た
ソ
ロ
モ
ン
・
Ｒ
・
グ
ッ
ゲ

ン
ハ
イ
ム
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
設
立

し
た
こ
の
美
術
館
は
、
日
本
で
も
帝
国

ホ
テ
ル
な
ど
の
設
計
で
有
名
な
フ
ラ

ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
担
当
、
大

き
な
吹
き
抜
け
が
評
判
だ
っ
た
が
、
同

美
術
館
を
運
営
す
る
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ

ム
財
団
は
、
多
館
戦
略
、
国
際
戦
略
を

と
っ
て
お
り
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ラ
ス
ベ

ガ
ス
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
に
分
館
を
展
開

し
て
い
た
。
バ
ス
ク
州
政
府
は
ビ
ル
バ

オ
市
の
都
市
再
生
計
画
の
象
徴
と
し

て
こ
の
分
館
誘
致
を
計
画
し
た
の
だ
。 

 

一
九
八
九
年
に
建
て
ら
れ
た
ビ
ル

バ
オ
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
バ
ス

ク
州
政
府
に
よ
る
十
五
億
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、

十
八
件
に
上
る
総
合
的
な
都
市
再
生

計
画
だ
っ
た
。
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
の
分
館
計
画
の
他
に
も
新
空
港
、
地

下
鉄
、
自
然
公
園
、
展
示
場
、
国
際
会

議
場
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
セ
ン
タ
ー
、

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
、
歩
道
橋
な
ど
幅
広
い

計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
総
合
都
市
再

生
計
画
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
人
気

の
高
か
っ
た
日
本
人
建
築
家
磯
崎
新

氏
に
よ
る
「
磯
崎
ゲ
ー
ト
」
と
言
う
ツ

イ
ン
ビ
ル
も
地
域
開
発
プ
ラ
ン
と
し

て
盛
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
計
画
に
は
磯

崎
氏
以
外
に
も
多
く
の
建
築
家
が
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ン
で
関
わ
っ
た
の
だ
。 

そ
の
中
で
も
河
口
の
港
湾
地
域
等
の

再
開
発
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
、
そ
の
メ

イ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ

ム
美
術
館
の
分
館
誘
致
が
計
画
さ
れ



た
の
だ
。
こ
れ
に
バ
ス
ク
州
政
府
は
思

い
切
っ
た
投
資
を
用
意
し
た
。
美
術
館

の
建
設
費
用
一
億
Ｕ
Ｓ
ド
ル
を
は
じ

め
、
新
規
作
品
購
入
費
用
５
０
０
０
万

Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
展
示
会
開
催
一
回
当
た
り

２
０
０
０
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
、
更
に
美
術
館

の
運
営
年
間
予
算
補
助
１
２
０
０
万

Ｕ
Ｓ
ド
ル
を
申
し
出
た
の
だ
。
そ
し
て

こ
の
新
た
な
美
術
館
が
話
題
と
な
っ

た
の
は
Ｎ
Ｙ
の
ラ
イ
ト
の
設
計
を
上

回
る
大
胆
な
フ
ラ
ン
ク
・
ゲ
ー
リ
ー
の

設
計
だ
っ
た
。
ゲ
ー
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ

人
の
建
築
家
で
、
日
本
人
の
磯
崎
新
を

含
む
三
者
コ
ン
ペ
か
ら
選
ば
れ
た
も

の
の
美
術
館
の
設
計
は
未
経
験
だ
っ

た
。
し
か
し
そ
の
建
物
外
壁
の
局
面
の

無
規
則
性
、
内
部
の
ア
ト
リ
ウ
ム
の
開

放
性
な
ど
大
胆
か
つ
斬
新
な
設
計
は

作
品
以
上
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。 

実
際
に
こ
の
美
術
館
を
鑑
賞
し
た

私
の
感
想
は
「
現
代
ア
ー
ト
が
こ
ん
な

に
都
市
に
似
合
っ
て
い
る
と
は
！
さ

す
が
ピ
カ
ソ
や
ダ
リ
や
ミ
ロ
が
出
た

国
だ
な
」
と
い
う
こ
と
と
、
「
現
代
ア

ー
ト
に
よ
る
都
市
再
生
が
見
事
に
成

功
し
た
の
は
、
思
い
切
っ
た
プ
ラ
ン
を

実
行
し
た
か
ら
だ
な
」
と
い
う
事
だ
っ

た
。
年
間
一
〇
〇
万
人
近
い
人
が
ス
ペ

イ
ン
国
内
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
等
か

ら
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
美
術
館
の
象
徴

に
な
っ
て
い
る
屋
外
展
示
作
品
の
「
バ

ビ
ー
」
（
季
節
の
花
で
覆
っ
た
巨
大
テ

リ
エ
犬
で
ジ
ェ
フ
・
ク
ー
ン
ズ
の
作
品
）

と
「
マ
マ
ン
」(

巨
大
な
蜘
蛛
の
オ
ブ

ジ
ェ
、
ル
イ
ー
ズ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
作

品)

に
は
多
く
の
観
光
客
が
群
が
っ
て

記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
川
べ
り
の

散
策
路
、
電
車
道
と
道
路
、
並
木
と
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
な
ど
信
濃
川
の
河
畔

整
備
と
比
較
し
て
大
い
に
参
考
に
な

っ
た
。 

 

サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
旧
市
街
を

活
か
し
な
が
ら
、
大
聖
堂
を
中
心
と
す

る
新
市
街
地
を
一
帯
で
繋
げ
た
街
づ

く
り
と
、
海
岸
の
遊
歩
道
・
公
園
の
整

備
、
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
等
の
都
市

と
の
交
通
網
の
整
備
な
ど
を
都
市
再

生
計
画
で
実
行
し
た
。
大
き
く
湾
曲
し

た
ラ
・
コ
ン
チ
ャ
湾
、
薄
茶
色
の
綺
麗

な
砂
浜
、
湾
の
真
ん
中
に
浮
か
ぶ
サ
ン

タ
・
ク
ラ
ラ
島
、
そ
こ
に
沈
む
夕
日
は

こ
の
街
の
最
大
の
財
産
だ
。
そ
れ
を
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ

の
再
生
計
画
だ
っ
た
。
そ
し
て
美
食
の

メ
ッ
カ
と
し
て
売
り
出
し
、
近
年
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は

小
さ
な
孫
連
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

星
付
き
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
行

か
ず
、
前
回
述
べ
た
よ
う
に
バ
ル
で
ピ

ン
チ
ョ
ス
を
楽
し
ん
だ
が
、
こ
の
街
の

美
食(

ガ
ス
ト
ロ
ミ
ー)

へ
の
情
熱
に

は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
本
屋
で
ピ
ン
チ

ョ
ス
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
作
品
等

が
乗
っ
た
本
を
見
た
が
、
も
は
や
芸
術

作
品
だ
っ
た
。 

 

だ
が
実
は
私
が
一
番
驚
い
た
の
は
、

こ
の
街
が
高
々
人
口
十
八
万
人
強(

ビ

ル
バ
オ
で
三
十
七
万
人
位)

く
ら
い
な

の
に
、
年
間
幾
つ
も
の
す
ご
い
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
大
き
い
も

の
だ
け
で
も
一
月
の
タ
ン
ボ
ー
ラ(

聖

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
祭
、
太
鼓
祭
り)

を

は
じ
め
と
す
る
サ
ン
タ
・
ア
へ
ダ
・
べ

ス
ペ
ラ
や
カ
ル
デ
レ
ロ
ス
、
サ
ン
ト
・

ト
マ
ス
な
ど
の
伝
統
的
な
お
祭
り
に

加
え
て
、
国
際
ジ
ャ
ズ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ



ル
、
国
際
映
画
祭
、
音
楽
週
間
、
バ
ス

ク
週
間
、
セ
マ
ナ
・
グ
ラ
ン
デ
と
い
う

大
花
火
大
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
新

潟
市
も
夕
日
の
街
だ
。
で
も
新
潟
で
夕

日
を
見
て
い
る
の
は
、
海
岸
で
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
釣
り
を
す
る
一
部
の
市
民
く

ら
い
だ
。
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
で
は
毎

夕
沢
山
の
観
光
客
が
見
て
い
る
。 

バ
ス
ク
地
方
の
都
市
再
生
計
画
が
成

功
し
た
背
景
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
こ
の

地
方
が
昔
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
や

ス
ペ
イ
ン
戦
争
な
ど
に
よ
る
相
次
ぐ

破
壊
か
ら
街
を
復
興
し
て
き
た
歴
史

を
持
っ
て
い
る
う
え
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁

政
権
の
圧
政
を
通
じ
て
バ
ス
ク
人
の

強
い
独
立
心
が
養
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
最
も
大
き
な
要
因
は
二
〇
世
紀

末
の
こ
の
時
期
に
地
方
分
権
が
進
み
、

都
市
再
開
発
等
は
州
が
一
手
に
担
う

こ
と
で
権
限
、
財
源
が
移
管
さ
れ
た
こ

と
だ
。
こ
れ
が
あ
の
思
い
切
っ
た
州

の
都
市
再
生
計
画
が
実
行
で
き
た
主

因
だ
。
日
本
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な

い
。 帰

国
し
て
新
潟
市
長
と
会
う
機

会
が
あ
っ
た
の
で
、「
非
常
に
新
潟
市

に
と
っ
て
参
考
に
な
る
街
だ
っ
た
」

と
申
上
げ
た
と
こ
ろ
、
市
長
か
ら
は

「
ビ
ル
バ
オ
市
は
良
く
知
っ
て
い
ま

す
。
視
察
団
も
派
遣
し
ま
し
た
」
と

言
う
。
二
〇
一
五
年
に
新
潟
市
が
「
東

ア
ジ
ア
文
化
都
市
」
に
指
定
さ
れ
「
食

文
化
創
造
都
市
に
い
が
た
」
を
打
ち

出
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
っ
た

際
、
美
食
先
進
地
と
し
て
ビ
ル
バ
オ

で
美
食
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

人
物
を
招
い
た
の
だ
。
し
か
も
こ
の

秋
に
は
市
長
自
身
ビ
ル
バ
オ
を
訪
問

す
る
予
定
と
の
こ
と
。「
折
角
で
す
の

で
美
食
だ
け
で
な
く
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ

ム
美
術
館
を
中
心
と
す
る
都
市
再
生

計
画
を
ど
う
進
め
た
か
を
サ
ン
セ
バ

ス
チ
ャ
ン
も
含
め
て
み
て
き
て
く
だ

さ
い
。
夕
日
の
街
づ
く
り
や
川
べ
り

の
公
園
化
な
ど
も
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
す
よ
」
と
申
上
げ
た
。 

昨
年
の
北
陸
新
幹
線
の
開
通
以

来
金
沢
市
が
未
だ
に
観
光
客
で
ご
っ

た
返
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
心
市

街
地
古
町
の
衰
退
に
悩
む
新
潟
市
と

対
称
的
な
表
情
を
見
せ
て
い
る
。「
札

仙
広
福
」
に
追
い
つ
こ
う
と
政
令
指

定
都
市
を
目
指
し
実
現
し
た
も
の
の
、

政
令
指
定
都
市
を
諦
め
た
金
沢
市
に

水
を
開
け
ら
れ
た
新
潟
市
、
も
し
か

す
る
と
ず
っ
と
人
口
の
少
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
大
き
な
都
市

再
生
を
実
現
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス

ク
地
方
の
都
市
は
大
き
な
サ
ジ
ェ
ス

チ
ョ
ン
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

（
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
） 


